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決算報告

令和6年度決算は、

歳入173億1,944万2,509円 1人/122万7,024円
歳出168億4,077万1,472円 1人/119万3,112円

・個人情報の観点から世帯名簿の提供は令和4年
から中止としている。
・年度初めに振興班加入の世帯数のみまちづくり
課に届ける。
・町民健康課は本人申請により加入・脱退届を
受け付ける。
・振興班長への届けも必要となる

消防団の協力費については個人世帯の把握が出
来ず訪問する世帯が限られ、不公平感が生じてい
る。消防団員の士気を下げないように町として考
慮すべきである。

振興班加入世帯の減少は
消防団の負担にもつながる

振興班加入世帯の把握は
どうしてる

道路に関する相談ホーム（LINE通報）は皆様の利便性向上に役立っ
ている。是非活用していただきたい。

道路の異常を見つけたら...

電子地域通貨「チーカ」は、プレミアム分として7,539万4,750円になっている。町内経済効果として
皆様のチャージ分4億1,899万7,000円と、プレミアム分の合計5億1,022万4,489円が町内に循環
された。併せてシステム料などとして経費は1,252万円余となっている。

経済効果は

特産品送料応援事業は、地域経済の活性化と特産品のPRのため、コロ
ナ禍の令和2年6月に始まった。住民には好評で、利用件数は55,009
件に達し、費用は令和6年度に7,117万円超と増加している。現在はふる
さと納税が財源である。今後事業継続のため、発送範囲の限定（町外か
ら県外へ）や、利用者負担の導入など、見直しが必要と思われる。

送料無料 継続可能か？ 7,100万円超え
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決算報告

受診しないことによる大きなリスク
1. 病気の発見が遅れる
2. 重い病気につながる
3. 健康的な生活の指導を受けられない

受診率向上のために
1. 未受診者への継続的な働きかけを強化する
2. 農閑期の総合検診の推進
3. かかりつけ医での受診促進
4. 若者への働きかけ

「忙しい」を言い訳にしないで！
特定健診の受診は、短時間ですみます。

特定健診が大切な理由
本町の特定健診の受診率は42%で、全国平均（58%）を大きく
下回っている。受診率を上げることは、住民の健康維持だけでなく、
医療費の削減にもつながる、町にとって非常に大切である。

総務課

会計課

財政課

町民健康課

福祉課

課
境
環

産業推進課

建設課

教育課

農地課

課
り
く
づ
ち
ま

ふるさと振興基金の課毎の明細
総務課
会計課
福祉課
環境課
産業推進課
農地課
建設課
教育課
町民健康課
まちづくり課
財政課
計　

1,550万円
4億495万3千円
3億71万7千円
5,520万円

2億8,909万2千円
40万円

5,440万円
2億9,814万4千円

710万円
1億496万3千円

1,930万円
15億4,976万9千円

自分の健康 と 町の未来を守る！
受診率の低下に歯止めを！

特定健診を
受けましょう

ふるさと納税を［未来への投資］に！
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補正予算

一般会計補正予算
１２億３,２６０万円（補正第３号）を追加、

総額144億1,897万6,000円 令和７年度９月 

町電子地域通貨「チーカ」の有効期限が切れ、未使用額が報告された。
委員からの意見
特にカード利用者に残高確認を強く促し、丁寧に視覚的な有効期限を呼びかけるべき。

「チーカ」有効期限切れ、110万8千円に!

道路維持費（工事請負費）：１,０５９万３０００円
内容： 幹線町道路の区画線復旧を３か年計画で実施。
安全な道路の確保をめざす。

劣化した区画線を復旧へ

内容： 漁業経営セーフティーネット構築事業 ※注）加入者への積立金補助（国2/3・町1/3）
注）燃油や配合飼料の価格の大幅な変動から漁業経営を守り、安定化させることを目的とする事業

燃油急騰時の漁業者支援・・・燃油高騰対策漁業支援費：１,１５０万１千円

ワンチームで川南町をPR！
　　　　　 ・・・ふるさと観光大使補助金：１００万円
任命団体: 川南ラグビーフットボールクラブ
（九州トップクラブリーグ所属）
活動内容: 九州各地の試合会場で、観光、移住、
ふるさと納税などの広報活動を行う。
委員からの意見
•活動初期は、町職員が連携し活動を共同で行うべき。
•観光大使の活動内容が不明瞭である。
•川南町のPR強化のため、メディアへの積極的な働きかけを要望。

安全に利用できるプールへ！
　　　　 ・・・川南小学校プール改修費：４,７５４万円
　　　　　　　　　　 　　　　　内容：設計完了に伴う工事費委員からの意見　　　
・利用期間の延長:暑さ対策として、現在の8月だけでなく9月、
10月頃までの利用延長を検討すべき。
・町営プールとしての活用を提案：町営プールとして、学校の枠
を超えた活用を検討すべき。学校敷地内という管理運営上の
課題を理解しつつも、具体的な検討を求める意見が出ている。
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補正予算

Q1. さかのぼって請求された事業費とその内訳とは？
A1. 行政財産の適正な管理のための事業費として752,000円が
請求された。公用車に設置された受信設備に係るNHK受信料。

Q2. なぜ受信料が発生したのか？
A2. 公用車10台にNHK受信機付カーナビを設置していた。NHK
から法人車両は受信可能な機器ごとに受信料が発生するという指
摘があり請求された。

Q3. 遡及期間と納付額はどの程度か？
A3. これまでNHKから請求された事実はないが長いもので13年
間遡及され、公用車10台分、約600ヶ月分の受信料を支払うこと
になった。

Q4. 今後の受信料の支払いはどうなるのか？
A4. 指摘判明後、アンテナを撤去し、今後の受信料は発生しない。

　公共交通拡充の登記測量設計、委託料
700,000円。川南駅駐車場整備のための土
地買収を進めている。法務局に保管されてい
る地図の修正が必要となったため調査、測量、
書類作成業務を委託する。
　国土調査前の図面にある土地3筆を法務
局の14条地図に復元するための測量設計の
委託料である。

■目的　健康寿命の延伸につなげ、10年、15年後を見
据えて、医療費及び介護給付費の抑制を図る。

■概要　スマホのアプリを活用し、健康づくり活動参
加やウオーキング歩数などに健康ポイントを
付与して、付与された健康ポイントが電子地
域通貨"トロン"に交換できる。
（交換上限1,500ポイント）

■対象者　　　 65歳以上の町民：100名
■取組み期間　令和7年12月1日から令和8年2月

28日まで
■今後の展開　今年度は介護予防事業として3か月

の取組だが、来年度以降は検討を重
ねて“健康な町づくり”の推進につな
げていきたい。

健康ポイント事業 →歩いてポイント貯めてお買物

本町でもNHK受信料未契約が判明

川南駅駐車場整備を
進めています !

※詳しくは福祉課へ。 27-8008

※詳しくはまちづくり課へ。27-8002

※詳しくは財政課へ。 27-8022

世帯

NHK

自治体・事業所

地方自治体

設置場所（車含む）
ごとの契約が必要
受信料払い

複数受信機でも
１世帯１契約の
受信料支払い

イメージ図
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議案質疑

聞いてみました

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

質問
回答

太陽光発電の不適切な事例は、何がきっかけで判明したか？
職員が町内の施設を巡回して確認した結果だ。

どの程度の施設で維持管理が不十分だったか？
半数以上の施設で草刈りなどの維持管理が不十分であった。

事業者数の把握をしているか？
正確な事業者数は現在確認中だ。施設自体を写真撮影などで把握している。

条例に「再資源化の義務づけ」がうたわれているが、具体的にどこに規定しているのか？
現時点では再資源化技術が未確立のため、条例には明記していない。将来、国が法制
度化した際に条例改正で対応する。

立入調査などの権限が行政の指導範囲を超えていないか？
事業者に適正な維持管理を促すための指導の根拠とするもの。過度な権限行使では
なく、意識づけを重視している。

新設された「統括主監」の条例上の位置づけなどに問題はないか？
統括主監の職務給などは、条例の委任規定に基づき規則で定めており、委任の範囲内
だ。人事評価や文書整理は今後の課題として整理する。

統括主監が環境課長と兼務になった理由は？
分野横断的な施策を構築する準備をしたい。業務を担うため、知識や経験を考慮して
人選し、年度途中であったため最小限の人事異動で対応した。

今後も兼務は続くのか？
組織体制や予算、人事の在り方も含めて検討していく。

通山小学校の屋根防水工事が当初予算から変更された理由は。
応急工事で雨漏りが止まっているため、管理棟と教室棟を一体的に来年度実施する方
針に変更した。

監査委員意見書によると不用額が例年より多いが、その理由は。
今年度は専決補正の締切を早めたため、一部の減額補正が行われなかった。ただし、過大
計上ではなく効率的な執行の結果である。今後は不用額を適宜補正して有効活用を図る。

太陽光発電の維持管理条例

統括主監とは

一般会計決算について

一般会計補正予算

（住民からの
  苦情なし。）
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賛否表 人事

人権擁護委員の紹介

全議案・人事案を全会一致で可決　 令和7年9月定例会 議事賛否表

永友 由起子 氏年森 律子 氏浅利 高子 氏
・多賀地区在住　・元保育士
・平成29年1月より

・山本地区在住　・元保育士　・川南神社神職
・永友 郁夫氏の任期満了にともなうもの

・山本地区在住　・元保育士
・平成31年1月より

財産の取得について

川南町自然環境等と再生可能エネルギー発電設備との調和及び適正な維持管理に関する条例について

地方自治法の一部を改正する法律及び地方自治法施行令等の一部を改正する政令の施行に伴う関係条例の整理について

地方公務員の育児休業等に関する法律の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理について

川南町一般職の職員の給与に関する条例の一部改正について

川南町重度障害者医療費助成に関する条例の一部改正について

令和7年度川南町一般会計補正予算（第3号）

令和7年度川南町後期高齢者医療特別会計補正予算（第1号）

令和7年度川南町介護保険特別会計補正予算（第1号）

令和7年度川南町下水道事業会計補正予算（第1号）

令和6年度川南町一般会計歳入歳出決算認定について

令和6年度川南町水道事業会計決算認定について

令和6年度の財政健全化判断比率及び資金不足率について

人権擁護委員の推薦について ~3件~

川南町使用料及び手数料徴収条例の一部改正について

川南町水道事業給水条例等の一部改正について

 

令和7年度川南町国民健康保険事業特別会計補正予算（第1号）

令和7年度川南町介護認定審査会特別会計補正予算（第1号）

令和7年度川南町電子地域通貨事業特別会計補正予算（第1号）

 

令和6年度川南町特別会計歳入歳出決算認定について

令和6年度川南町下水道事業会計決算認定について

 

教育委員会委員の任命について

※議案に関しては、川南町議会ホームページ9月定例会をご参照ください。

財産の取得・条例7件

予算（補正予算）
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一般質問

德弘 美津子
“中学校統合基本方針と今後の対応”

中瀬 修
“統括主監とは”

統括主監とは
【問1】 どのような役職か。
【副町長】 町政運営方針の実現に向け、分野横
断的施策の構築を整える準備業務などを担う
役職である。
【町長】 総合戦略の企画立案・調整が役割。
【問2】 新設に至った背景や目的とは。
【副町長】 課題に対する全庁的な意識の共有強
化、分野横断的施策を効果的に実施する機能強
化が目的だ。人口減少対策、産業活性化、防災
対策、教育の充実などを想定し、体制の基盤整
備、組織内の意思決定スピードや政策の推進力
の強化を図りたい。

商店街の防犯灯更改及び防犯カメラの増設に
ついて
【問3】 新たな街路灯の設置の要望に対して。
【総務課長】 7/29付で回答し、引き続き検討中。
【問4】 街路灯を防犯灯へ更改に係る早急な対
応をすべきと考えるが見解を伺う。
【町長】 町の中心地であるため、景観や照度等、
多方面から検討中。
【問5】 防犯カメラの増設の要望に対して。
【総務課長】 検討中。
町ホームページ上の公表義務のある情報について
【問6】 更新されていない項目についての見解は。
【総務課長】 一部公表が遅れており、早急に対応
を指示した。今後は、所管課から更新ができる
仕組みを整え、住民への周知を図りたい。
【問7】 統括主監の職責とできないか。
【町長】 所管課にて対応したい。

中学校統合基本方針と今後の対応
【問1】 説明会の参加状況と周知方法は。
【教育長】 町内7会場で166名が参加。夏休み
期間と重なり周知不足があった。今後は学校単
位や保育所・幼稚園でも説明会を行い、全戸配
布のリーフレットで理解促進を図る。
【問2】 主な意見や質問は。
【教育長】 全体的に「なぜ中央部に新設か」に関
する質問が多く、反対意見は通学安全や敷地の
狭さ、既存校活用を求める意見。ふるさと公園は
残してほしい。賛成意見は「中央が望ましい」「早
期統合を」。参加者のアンケートでは小学校統
合は賛成22.3％、反対34.7％。わからないが

40.5％であった。
【問3】 小中一貫校設置は。
【教育長】 望ましいが現在の児童生徒数では困
難。中学校統合を優先。
子どもの貧困対策
【問4】 経済的事情による教育格差是正は町の
責務ではないか。子供たちへの学習支援を推進
すべきではないか。限定的な学習支援は可能か。
【福祉課長】 限定支援は未実施だが、他自治体の
取組を調査し方法を検討する。
【問5】 貧困対策と新中学校建設との関係は。
【町長】 教育環境整備と貧困対策は重要課題。
新中学校は貧困対策と一体的に進める。
認知症・MCI の早期発見
【問6】 啓発や取組は。
【福祉課長】 認知症カフェや地域サロン等で情報
提供し、支援体制を整備予定。

一般質問 読みやすい紙面づくりをめざしています。
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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一般質問

金丸 和史 
“福祉人材の確保と定着について”

今井 孝一 
“産業育成・活性化について”

産業育成・活性化について
【問1】 町が主導して農協・漁協・商工会・観
光協会などの専門職員と定例会議を活用
し、施策づくりに反映すべきと考えるが。
【町長】 既存の協議会を活用しつつ、ブラッ
シュアップしながら、時代に応じた柔軟な
組織運営を行う。
農業振興について
【問2】 令和８年度以降のトレーニングハウ
スの取組計画は。
【町長】 平成30年度から実施しているトレー
ニングハウス研修（施設ピーマン）により、
最終期5名を合わせると就農者は2８名と

なる。町は今後、イチゴを新たな品目とし
て研修生の受入を検討している。

事業承継について
【問3】 経営資源の第三者承継支援につい
ての取組状況は。
【町長】 農業・商工業などの各団体が連携
し、情報共有とマッチングを行っているが、
実績は少ない。町は担い手不足と産業の
高齢化を地域全体の課題として捉え、地域
金融機関と連携しつつ、承継支援体制の
強化を図る。

福祉人材の確保と定着について
【問1】 福祉分野の人材不足について認識は。
【町長】 本町も人材不足や離職率の高さが
課題である。研修支援や調査を行ってきた
が状況は続いており、今後は働きやすい環
境づくりと地域で人材を支える仕組みを
進める。
【問2】 不足状況の把握は。
【福祉課長】 令和５年の介護事業所調査で
10事業所が計24人不足と回答。保育分野
も収入や休暇面で人手不足感がある。
【問3】 人材確保策は。
【福祉課長】 町独自の研修助成で48名を

支援。県制度の修学資金貸付や潜在保育
士への再就職貸付もある。
【問4】 定着策は。
【福祉課長】 介護職員処遇改善加算は町内
20事業所で導入。保育園・幼稚園でも実施
されているが平均賃金の把握はない。
【問5】 若者支援や移住策は。
【まちづくり課長】 地域体験プログラムや同
窓会を実施し、40歳以下雇用者には家賃
助成を行っている。
【問6】 今後の方針は。
【福祉課長】 第９期介護保険事業計画で３
年間78人の研修助成を目標とし、第10期
で拡充を検討する。国や県制度、外国人材
受入とも連携し、地域ぐるみの体制づくりを
進める。
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一般質問

金丸 和史 
“福祉人材の確保と定着について”

今井 孝一 
“産業育成・活性化について”

産業育成・活性化について
【問1】 町が主導して農協・漁協・商工会・観
光協会などの専門職員と定例会議を活用
し、施策づくりに反映すべきと考えるが。
【町長】 既存の協議会を活用しつつ、ブラッ
シュアップしながら、時代に応じた柔軟な
組織運営を行う。
農業振興について
【問2】 令和８年度以降のトレーニングハウ
スの取組計画は。
【町長】 平成30年度から実施しているトレー
ニングハウス研修（施設ピーマン）により、
最終期5名を合わせると就農者は2８名と

なる。町は今後、イチゴを新たな品目とし
て研修生の受入を検討している。

事業承継について
【問3】 経営資源の第三者承継支援につい
ての取組状況は。
【町長】 農業・商工業などの各団体が連携
し、情報共有とマッチングを行っているが、
実績は少ない。町は担い手不足と産業の
高齢化を地域全体の課題として捉え、地域
金融機関と連携しつつ、承継支援体制の
強化を図る。

福祉人材の確保と定着について
【問1】 福祉分野の人材不足について認識は。
【町長】 本町も人材不足や離職率の高さが
課題である。研修支援や調査を行ってきた
が状況は続いており、今後は働きやすい環
境づくりと地域で人材を支える仕組みを
進める。
【問2】 不足状況の把握は。
【福祉課長】 令和５年の介護事業所調査で
10事業所が計24人不足と回答。保育分野
も収入や休暇面で人手不足感がある。
【問3】 人材確保策は。
【福祉課長】 町独自の研修助成で48名を

支援。県制度の修学資金貸付や潜在保育
士への再就職貸付もある。
【問4】 定着策は。
【福祉課長】 介護職員処遇改善加算は町内
20事業所で導入。保育園・幼稚園でも実施
されているが平均賃金の把握はない。
【問5】 若者支援や移住策は。
【まちづくり課長】 地域体験プログラムや同
窓会を実施し、40歳以下雇用者には家賃
助成を行っている。
【問6】 今後の方針は。
【福祉課長】 第９期介護保険事業計画で３
年間78人の研修助成を目標とし、第10期
で拡充を検討する。国や県制度、外国人材
受入とも連携し、地域ぐるみの体制づくりを
進める。
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Kawaminami Council Newsletter一般質問

北原 輝隆
“電気料金高騰について”

小嶋 貴子
“史跡の保存・活用に関する対応”

一般質問

学校の電気使用料金削減について
【問1】 電気料金高騰の原因分析は。
【教育課長】 電気代高騰の原因は単価上昇と使
用量増。運用改善で省エネを目指す。
【問2】 電力削減の具体策は。
【教育課長】 使用者に節電意識を促し、設備更
新などで電力削減を図る。
【問3】 体育館エアコン導入の考えは。
【教育課長】 体育館への空調導入は必要だが、
費用面から慎重に検討する。
【問4】 太陽光発電導入ととLED化の現状は。
【教育課長】 太陽光発電は未導入。体育館や校
舎の一部はLED化済。今後も更新予定。
【問5】 LED更新計画の進捗は。

【教育課長】 小学校は来年度から更新。中学校
は統合計画に合わせて検討。
【問6】 統合を念頭に置いた電気料金対策は。
【教育長】 統廃合で電気代削減。新校舎建設時
にエコスクール化を目指す。
特定外来生物等への対応について
【問7】 特定外来種（動物）への対応策は。
【町長】 特定外来種へは法に従い対応。アライグ
マは未確認のため計画なし。
【問8】 特定外来種の生息確認方法は。
【町長】 独自調査は困難。県の調査や住民通報
で確認を進める。
【問9】 オオキンケイギクへの対応方針は。
【町長】 通報で自生確認。啓発活動で生態系へ
の被害防止を図る。
【問10】 オオキンケイギク対策の現状は。
【環境課長】 火入れや駆除で繁殖抑制。民有地
は啓発活動中心に対応。

史跡の保存・活用に関する対応
【問1】 町内史跡（松山之陣跡、後牟田遺跡な
ど）の指定・整備の進捗はどうか。早急な指定
と国・県への申請を強く要望。
【教育長】 R7年度の文化財保護審議会で、松
山之陣跡と後牟田遺跡の町指定に向けた研
究が進められることが確認された。整備とし
て、松山之陣跡への看板設置が了承された。
【問2】 来年の大河ドラマ放送前の設置を求める。
【教育長】 広報面では、PLATZや川南駅でのポ
スター掲示が検討される。また、木城町と連携
し、松山之陣跡の活用に取り組む考えである。

防災・災害時における女性の活躍
【問3】 防災体制への女性の参画状況と避難
所運営への対応はどうか。
【総務課長】 防災担当の総務課危機管理対
策室に女性職員は配置されていない。直近
の防災会議では、委員30名中女性は2名で
あったが、女性団体からの選出で意見を取
り入れる配慮はしている。備蓄品選定では、
女性の意見が反映されていない。町は個別の
避難所運営訓練は未実施であるが、今後は
自主防災組織や公民館に働きかけ、訓練を
推進する方針である。
【町長】 女性ならではの視点の重要性を認識
し、女性への積極的な参画を得られるよう
意識啓発に努める。

読みやすい紙面づくりをめざしています。
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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北原 輝隆
“電気料金高騰について”

小嶋 貴子
“史跡の保存・活用に関する対応”

一般質問

学校の電気使用料金削減について
【問1】 電気料金高騰の原因分析は。
【教育課長】 電気代高騰の原因は単価上昇と使
用量増。運用改善で省エネを目指す。
【問2】 電力削減の具体策は。
【教育課長】 使用者に節電意識を促し、設備更
新などで電力削減を図る。
【問3】 体育館エアコン導入の考えは。
【教育課長】 体育館への空調導入は必要だが、
費用面から慎重に検討する。
【問4】 太陽光発電導入ととLED化の現状は。
【教育課長】 太陽光発電は未導入。体育館や校
舎の一部はLED化済。今後も更新予定。
【問5】 LED更新計画の進捗は。

【教育課長】 小学校は来年度から更新。中学校
は統合計画に合わせて検討。
【問6】 統合を念頭に置いた電気料金対策は。
【教育長】 統廃合で電気代削減。新校舎建設時
にエコスクール化を目指す。
特定外来生物等への対応について
【問7】 特定外来種（動物）への対応策は。
【町長】 特定外来種へは法に従い対応。アライグ
マは未確認のため計画なし。
【問8】 特定外来種の生息確認方法は。
【町長】 独自調査は困難。県の調査や住民通報
で確認を進める。
【問9】 オオキンケイギクへの対応方針は。
【町長】 通報で自生確認。啓発活動で生態系へ
の被害防止を図る。
【問10】 オオキンケイギク対策の現状は。
【環境課長】 火入れや駆除で繁殖抑制。民有地
は啓発活動中心に対応。

史跡の保存・活用に関する対応
【問1】 町内史跡（松山之陣跡、後牟田遺跡な
ど）の指定・整備の進捗はどうか。早急な指定
と国・県への申請を強く要望。
【教育長】 R7年度の文化財保護審議会で、松
山之陣跡と後牟田遺跡の町指定に向けた研
究が進められることが確認された。整備とし
て、松山之陣跡への看板設置が了承された。
【問2】 来年の大河ドラマ放送前の設置を求める。
【教育長】 広報面では、PLATZや川南駅でのポ
スター掲示が検討される。また、木城町と連携
し、松山之陣跡の活用に取り組む考えである。

防災・災害時における女性の活躍
【問3】 防災体制への女性の参画状況と避難
所運営への対応はどうか。
【総務課長】 防災担当の総務課危機管理対
策室に女性職員は配置されていない。直近
の防災会議では、委員30名中女性は2名で
あったが、女性団体からの選出で意見を取
り入れる配慮はしている。備蓄品選定では、
女性の意見が反映されていない。町は個別の
避難所運営訓練は未実施であるが、今後は
自主防災組織や公民館に働きかけ、訓練を
推進する方針である。
【町長】 女性ならではの視点の重要性を認識
し、女性への積極的な参画を得られるよう
意識啓発に努める。

読みやすい紙面づくりをめざしています。
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。



かわみなみ議会だより 11

Kawaminami Council Newsletter 一般質問

蓑原 敏朗
“水田営農・少子・酷暑対策について”

河野 浩一
“令和の百姓一揆と川南町の農業対策”

水田営農・少子・酷暑対策について
【問1】 食用米の成績　今年の食用米の作柄は。
【町長】 まだ未確定だが、やや不作とJAからは聞いている。
【産業推進課長】 作付面積が増え全体収量は増、品質は昨年より1等
米の割合が増えた。
【問2】 品質向上策　食用米品質向上のための対策は。
【産業推進課長】 品質低下の主な要因はカメムシ、地域一斉防除と畦
草が病害虫の避難場所とならないよう管理が重要。
【問3】 今後の水田営農　高齢化で営農インフラ整備の困難さや温暖
化で営農環境が変化、情報等を含め行政の関与が必要では。
【町長】 暑さに強い品種の開発も進んでいる。これらを導入すること
が大事。
【問4】 本町の出生数予想及び合計特殊出生率と町長の認識はどの自
治体も少子化に悩んでいるが、本町の状況は、また町長の認識は。
【町づくり課長】 県の資料では合計特殊出生率1.55、出生数は現時点
では概ね昨年と同程度で推移し60人前後と予測。
【町長】 懸念する状況だ。
【問5】 人口減少の要因　本町の人口減少の大きな要因は出生を死亡
が大きく上回る自然動態減だ、対策は。

【町づくり課長】 高齢化に伴い死亡者増と出生数減により人口減少が
加速、出生数に密接に係る結婚のための出会いの場の創出、婚活イベ
ントの開催が必要だ。
【問6】 目標合計出生率設定を　合計特殊出生率は2を超える自治体
もある。本町は目標を設定して近づける努力を。
【町づくり課長】 他自治体の成功例を調査研究する。目標は設定しな
いが、回復がまず目標だ。
【問7】 酷暑への対応は　近年は暑い期間が長くしかも気温が高い、
町内の現況と対策は。
【環境課長】 8月22日の調査では、5月以降の川南分遣所の暑さが原
因出動は16件でまだ増えるだろう。クーリングシェルターとして総合
福祉センター・図書館を開放し、協定を結び町内金融機関の協力も
得ている。また教育課・福祉課でも施設安全管理と見守りを実施して
いる。
【問8】 暑さへの認識と対策　今般の暑さは日常生活だけでなく、経済
活動を含む生活全般に影響が考えられる。この暑さは異常ではなく通
常起こるとの認識が必要だ。暑くなると自然災害が頻発、かつ重大化
するので日頃からの点検準備が重要だ。
【町長】 国は酷暑対策を事業者に徹底、役場では部署事にしっかりと
対応する。
【問9】 事前対応　困難課題が沢山あるが、前例踏襲では対応が難し
い時代だ。是非、現場や町民の意見を聞き事後対応でなく事前準備を
整え、国・県を巻き込む意気込みでの対応が必要では。
【町長】 様々な災害対応、町民の生命財産を守ることは第一に捉え、町
民の意見も賜りながら先に進める。

令和の百姓一揆と川南町の農業対策
【問1】 令和７年３月３０日、宮日新聞に載っていたが、東京都
内に３,２００人が集まり「令和の百姓一揆」と名付けてトラク
ター３０台を連らねて港区一帯を行進した。代表者は山形県
の農民の1人で「農民が消え、作物が消え、村全体が消えよう
としている」として農業の衰退に危機感を示した。この川南も
似たような状況ではないかと考えられる。毎年耕作放棄地が
増え、農業後継者も減っている。このことに対して対策は何か
あるのか。
【町長】 農業経営者のすべての方が将来安定した農業経営を目
指すためには、今後、食料農業農村基本計画に基づく国の各種
施策を注視しながら各種支援を受けながら農業経営の目指した
データ駆動型農業の事業化を実施したいと考えている。これま
でも担当職員、町長共、農家の方と直接、対面で御意見等と常に
伺っている。
【産業推進課長】 農業経営の収益向上に資する具体策として、
川南産牛肉の消費拡大事業８８０万円や特産品送料無料事業
７,４２５万円等の収益向上対策を行っている。
中学校統合に関する議論

【問2】 先日教育課が行った町立中学校の統合に関するアンケー
トの中の問６に「唐中に統合する６２８　国中２００　新中学校
１,７６５」との結果が出ているが、回答用紙の監査というかチェッ
クはしたのか。
【教育課長】 中学校基本計画作成業務委託を行い、入札を行い、
落札業者に頼みアンケートの集計を教育課チェックして確認し
ている。
【問3】 唐中、国中共に自然環境に恵まれている学校だと思う。特
に唐中は九州でも一番広い敷地もありグラウンドは３００ｍ、サ
ッカー場もテニスコートもあり６町歩もある広大な敷地を捨て
て他に移動することはもったいないと思うが。小中一貫校という
ことが耳にするようになったが、川南小学校と唐中を残して使う
べきではないか。
【教育長】 小中一貫校を造るには令和１２年４月に開校するとな
れば、８００～９００人収容する学校が必要となり今のところ無
理だと思う。今の中学校は老朽化しているし、町中央部が恵まれ
た教育環境になるため町中央部が適していると考えられる。
【問4】 新中学校建設は７０億円はかかると聞いたが、これを町民
１４,０００人で割ったら一人当たり５０万円の負担となる。役場
は中学校建設費用一人５０万円ずつ持って来いとは言わないけ
れど、どこかで町民に負担をかけると思う。
【教育課長】 現在の建設業等の試算で再度試算して７０億円の
建設費が出されており、両校を改修すれば唐中２５億、国中２０
億かかる見込みで３０年４０年後には建替えないといけない状
況である。
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蓑原 敏朗
“水田営農・少子・酷暑対策について”

河野 浩一
“令和の百姓一揆と川南町の農業対策”

水田営農・少子・酷暑対策について
【問1】 食用米の成績　今年の食用米の作柄は。
【町長】 まだ未確定だが、やや不作とJAからは聞いている。
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【産業推進課長】 品質低下の主な要因はカメムシ、地域一斉防除と畦
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れば、８００～９００人収容する学校が必要となり今のところ無
理だと思う。今の中学校は老朽化しているし、町中央部が恵まれ
た教育環境になるため町中央部が適していると考えられる。
【問4】 新中学校建設は７０億円はかかると聞いたが、これを町民
１４,０００人で割ったら一人当たり５０万円の負担となる。役場
は中学校建設費用一人５０万円ずつ持って来いとは言わないけ
れど、どこかで町民に負担をかけると思う。
【教育課長】 現在の建設業等の試算で再度試算して７０億円の
建設費が出されており、両校を改修すれば唐中２５億、国中２０
億かかる見込みで３０年４０年後には建替えないといけない状
況である。
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一般質問

永友 美智子
“町営住宅について”

一般質問

河野 禎明
“中学校、統合について”

町営住宅について
【問1】 町営住宅は499戸あり、うち長屋住宅
226戸で現在新規入居中止。未だにどっぽん
トイレの十文字・山本住宅24戸。全体の75%
が昭和に建設。全体の75％が昭和に建設。山
手の山本、多賀においての住宅は地区の住民
を増やせる唯一の場所である。今後維持する考
えはあるか。
【建設課長】 長寿命化計画に基づき令和15年
までに建て替えや補修を進める方向
空家問題について
【問2】 空家対策計画の現状からの危険家屋へ
の対応は。

【建設課長】 定期的なパトロール、所有者への通
知実施。現在特に危険な家19戸については対
話する。解体補助制度もあるが、申請者の負担
軽減措置として代理受領制度をおこなっている。
オンデマンドバス運行について
【問3】 予約ができないとの声を聞くが現状の
人数把握並びに対応はなされているか。このバ
スは町内のみの運行だが、将来的に児湯地区
全般での運行できないか。
【まちづくり課長】 児湯地区全般での運行で利
用者の利便性は上がるが、一人当たりの運行
コスト、バス事業者・タクシー事業者への事業
圧迫等と問題あり。昨年度より75歳以上の方
に対してタクシーチケット（初乗り料金）を24
枚配布。予約に関して、人数把握はしてないが、
声は聞く。予約成立後のキャンセルが25%近
くあり、この事も今後の課題である。

中学校、統合について
【問1】 川南は悪臭で有名だが、6年間中学校のトイレが臭いと何度も
聞かされていたが、中学校のトイレが臭かったら新築しないといけな
いのか。
【町長】 中学校については、教育委員会の意見を尊重したい。
【問2】 どこの自治体でも古い校舎を修理して使っている。串間市は市
の中心の福島中に校舎増築、武道館新築、体育館改修で9億6500万
円かかったが、国の補助2億3,500万円で、市債3億9,200万円発行
したが交付税で後から返還有りで、補助金総額6億2,700万円予定で
ある。西都市は来年3年計画で統合を計画し約4億円で統合予定である。
このように県内の自治体は中学校統合については今ある中学校で統
合する。これは当然の考えと思う。教育委員会が決めたのを認めたら
大変ではないか。
【町長】 繰り返しになるが、教育委員会の考えを尊重したい。
【問3】 予算をするのは町長、執行部だ。教育委員会の言うことに任せ
る任せると言ったら町長は必要ないのではないか、町長の意見は反映
されないのか。
【町長】 金額、資金等についてはしっかり対応していきたい。新中学校
建設については教育委員会の意見を尊重する。

【問4】 建築費は新校舎に約70億円、備品は別で周辺整備をすると80
億90億かかる。北海道の北見市は4年前118億円の新市庁舎を建て
たが、現在毎年約30億円の財源不足、市民の負担は増すばかり。ゴミ
袋10枚900円が今度1350円にしようとしている。建築費のことが今
学校建設に大きな問題になっている。財政に負担がかかってくるので
はないか。
【町長】 できるだけ早く進めることが大事だと思っている。
【問5】 教育長は校区説明会で中学校統合は早急にと言っているが、川
南の防災マップを見ると川南小が中心である。今急ぐのは唐中にプレ
ハブ1つ作って中学校統合し継ぎ目の所が悪い。トイレが臭いはちゃん
と修理して8年か10年後、小中生徒数約600名位で、小中一貫校考え
るのがまともな行政の考えだ。8年後小中一貫校を作るのに町有林の
杉、ヒノキを使って地元の業者で作る、木材だと補助率も良いが、今中
学校だけ作ったら。小学校はいつ作れるかわからない。保育園の保護
者は心配しているが。
【町長】 町民の様々な意見があると言う河野議員の意見だが、今後設
計等が行われていくと見据えている。お金に関する事はしっかり意見
を交換しながら進めていきたい。
【問6】 中学校の部活にサーフィン部、指導者はたくさんいる。テレビで
あるサスケのサスケ部を作ると全国から50名ぐらい来る可能性があ
る。国中が空いたら寮に使えば良い、ユニークな部活動みんなで考え
れば生徒数の減少を防げる可能性があると思うが。
【教育長】 中央部に設置することで、文化ホール図書館で文化系の部
活動、運動公園でのスポーツ系の部活動、近隣の施設等を有効に活用
し、充実できると思う、サスケ部は考えていない。

読みやすい紙面づくりをめざしています。
記事については質問者本人から提出された原文を基に作成しております。
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一般質問・人口推移・人事案件

染川 龍子 氏

教育委員会委員の紹介

川南町の人口と推移 毎月1日現在の現在人口

令和7年8月

令和7年9月

令和7年10月

人 口 転 入 転 出 世帯数自然増減
出 生 死 亡

14,033

14,029

14,012

42

37

31

46

27

29

8

6

1

16

20

20

6,013世帯

6,022世帯

6,025世帯

中村 昭人
“将来を見据えた公共交通政策を問う”

移動手段の利便性向上に努めよ
【問1】 町内では午後10時以降タクシーが動い
ていない。飲食店からは「お客が帰れない」との
声がある。町長の認識と対応を問う。
【町長】 町民生活と安心に関わる重要な課題で
ある。町内事業者や県タクシー協会、運輸支局
と意見交換を行っている。地域の実情を踏ま
え、交通インフラ確保のための方法を検討し
ていく。
【問2】 オンデマンドバスの当日予約化、隣接
自治体との広域連携による拡充についての
考えは。
【町長】 地域公共交通は単なる移動手段では

なく、地域を支える社会インフラでもある。将
来的には広域連携が必要と考える。
【問3】 統合中学校の開校を見据えたスクール
バス導入や、公共ライドシェア導入の考えは。
【町長】 デマンドバスやシャトルバスをスクール
バスとして兼用する取組も一つの方法であるが、
子どもの安全確保を最優先に研究していく。
【教育長】 学校統合を進める上で、安心・安全な
登下校を確保するためスクールバス導入は必要
と考える。町当局と十分に協議していく。
【まちづくり課長】 タクシー事業者と町が共同運
営する公共ライドシェアが、現時点では実現可能
性が高い。国の制度見直しを注視していく。
【問4】 地方の生き残りには公共交通の維持が鍵
と考える。町長の見解は。
【町長】 今後、高齢化や免許返納が増える。町と
しても国の動向を注視し、広域連携も視野に検
討していく。

読書好きで二女の母
生年・出身：昭和30年、都農町生まれ
学歴：國學院大學文学部卒
職歴：日本通運勤務を経て、都農町役場に勤務
家族構成：ラグビーを通じて夫と出会う。
趣味：小説が大好き！
今後の抱負：川南の子どもたちの成長に貢献したい！
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一般質問・人口推移・人事案件
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議会活性化委員会

魅力ある地域づくりを町民と共に
議会活性化調査特別委員会報告

自治公民館住民との
意見交換会
・令和7年9月26日
・総合福祉センター2階会議室
・6自治公民館から36名が参加

少年団や学校の
レクリエーションや

キャンプで
使いたいんだけどなぁ・・
なんでダメなのかな?

コミュニティバスが
もっと便利になると
助かるのだが。

子ども会の活動を
振興班を超えて

出来るといいよね。

認知症になっても
安心して暮らせると

いいな。

自治公民館活動で困ったことは?

どんな地域だったら住みたいと思うかな?

この特別委員会は、町民に身近な議会及び議員の活動の活性化と充実のために、
必要な取組を調査検討することによって、町政の情報公開と町民参加を基本にした、

川南町の持続的で豊かなまちづくりの実現に寄与することを目的とするもの。

地区が広すぎて活動の
参加に積極的になれな
いとの声があるよ。 若者に参加を

呼びかけたくても
方法が分からないよ。

役員のなり手がいないし、
行事の参加者が固定化

されているなぁ。
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議会活性化委員会

GOAL

商工業者支援補助金は
大変ありがたいが、

もっと活用できるようにならないか。

商店街の街路灯は老朽化で消えている。
商店会が負担する電気代も

物価高騰で大変だ。
安心・安全なまちづくりのためにも

町で早急に対応してほしい。

議員研修講師の「中村健」先生を囲んで

安心安全な街づくりと事業者支援のために困ってます。

では、どうしたら改善できるか、
次はもっとテーマをしぼってやってみよう!

商工会役員との
意見交換会
・令和7年10月6日
・商工会会議室
・商工会役員及び職員28名が参加　
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商工会役員との
意見交換会
・令和7年10月6日
・商工会会議室
・商工会役員及び職員28名が参加　

タクシーが夜間に
運行していないので、

お客さんが来ないし帰れない。

参加して良かったとの声も多く、

大変有意義な時間でした。

引き続き取り組んでいきます!

今後各種団体との意見交換会を計画して
いきますので、ぜひお声がけください。

議会事務局 27- 8017
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自主防災活動・編集後記

トピックス 1

トピックス 2

［ 編集後記 ］　
議会が新しい議員構成となり、広報として議会への信頼と透明性を高めるべく議会だよりの
内容充実に取り組む中、詳しい説明が増えるにつれ文字のサイズが小さくなっていた。今回か
ら読み手に優しい表示に取り組んでみようとなった。さて出来あがった議会だよりに対する
町民の皆さんの評価はどうか、チャレンジ精神を忘れずにみんなで頑張ります。　　今井 孝一

編集委員： 德弘 美津子　小嶋 貴子　永友 美智子　岸本 茂樹　中瀬 修　今井 孝一

［編集・発行］ 宮崎県川南町議会 〒889-1301 宮崎県児湯郡川南町大字川南13680-1 TEL 0983-27-8017　
［発行者］ 川南町議会議長　［編集者］ 議会広報編集特別委員会　［印刷］（有）アックプリント

10/4(土)ホテルグランドヒル市ヶ谷翡翠の間にて開催された。参加者32名(昨年比10名増)と大いに賑わった。河野会長の挨拶で
は、「参加増は、会の活性化を示す朗報だ。若い世代が気軽に集える会になることを期待する」と述べられた。和やかな雰囲気の中で、
久しぶりの再会に笑顔の絶えない時間となった。（中村・今井・岸本・中瀬の4名が出席）

～清瀬東自主防災組織のご紹介～
代表：合田洋子さんのコメント
5月に会を発足、内閣府シンポジウム
での「顔の見える関係作りは有益」に
賛同し、6月末から毎週日曜日夕方に
散歩を実施中。
【目的/特徴】
・歩けない方も玄関先まで参加
・子どもと高齢者の交流
・日頃の様子を理解し合える
・短い時間で終了し、それ以上のことは強要しない！
 これが、私達の活動継続の秘訣！

ぶらり防災散歩で安心地域の和！

大盛況! 「東京川南会」

写真上：河野会長
写真左：参加者全員での記念写真

自主防災組織を活かし、全世代参加型の
「地域の輪」を築く取組を取材した。

【取材の目】
新たな家族のような地域コミュニティ。要
介護者も含めた全員の能力と笑顔が
絶えない「共助の形」が生まれていた。
取材：中瀬修

9月定例会議事録 一般質問議事録

※１１月中旬頃から


